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葉

を

述

べ

た
。

　
大
平
さ
ん

は
「
多
く
の

社
会
問
題
に

対
応
し
て
い

く
た
め
、
自

分
自
身
を
磨

き
、
社
会
に

通
用
す
る
人

間
に
な
れ
る

よ
う
に
勉
学

に
励
む
」
と

力
強
く
宣
誓

し
た
。

　
千
葉
さ
ん

は
「
恵
ま
れ

た
環
境
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
喜
び
や
、
新
た
な
出
会
い

を
大
切
に
し
て
大
学
生
活
を

実
り
あ
る
も
の
に
し
た
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦

し
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人

間
に
成
長
す
る
こ
と
を
目
指

す
」
と
決
意
を
語
っ
た
。

　
会
場
の
外
で
は
、
サ
ー
ク

ル
勧
誘
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

先
輩
た
ち
も
新
た
な
仲
間
を

歓
迎
し
た
。

　
入
学
式
は
感
染
対
策
の
観

点
か
ら
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
午
前
と
午
後
の
２
部
制
で

実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
３
年

ぶ
り
に
ご
父
母
ら
も
出
席
し

た
。

　
尾
池
守
学
長
は
式
辞
で
、

「
日
進
月
歩
す
る
社
会
で
自

ら
納
得
で
き
る
答
え
を
見
い

だ
す
た
め
に
は
、
新
た
な
手

法
や
知
識
を
吸
収
す
る
必
要

が
あ
る
。
生
涯
に
わ
た
っ
て

学
び
続
け
る
こ
と
が
重
要
」

と
語
り
か
け
た
。

　
ま
た
、
他
学
科
の
授
業
科

目
を
学
ぶ
学
科
間
ジ
ョ
イ
ン

ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
留
学
制

度
な
ど
を
紹
介
し
、「
実
社

会
で
問
わ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
や
組
織
運
営

力
を
育
む
た
め
、
授
業
以
外

の
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加

を
期
待
す
る
」
と
新
入
生
を

激
励
し
た
。

　
続
い
て
学
部
生
を
代
表
し

て
大
平
准
士
さ
ん
（
経
営
・

宮
城
県
石
巻
高
）
と
千
葉
絢

心
さ
ん
（
人
間
・
宮
城
県
石

巻
高
）、
大
学
院
生
を
代
表

し
て
理
工
学
研
究
科
の
佐
藤

司
さ
ん
と
経
営
学
研
究
科
の

阿
部
美
奈
さ
ん
が
誓
い
の
言
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　４月１日付で新たに７人が新専任教員と

なった。氏名、職名、所属学科、主な担当

科目は次の通り。

新専任教員に７人

　
任
期
満
了
に
伴
う
石
巻
専

修
大
学
の
学
長
改
選
が
行
わ

れ
、
２
月
25
日
の
理
事
会
で

尾
池
守
学
長
を
選
任
（
再

任
）
し
た
。
尾
池
学
長
は
３

期
目
。

　
任
期
は
２
０
２
２
年
４
月

１
日
か
ら
25
年
３
月
31
日
ま

で
の
３
年
間
。

　３月に定年退職された理工学部の福島美智子元教授、松谷武成元

教授、島田了八元教授の３氏に名誉教授の称号が授与された。４月

４日、授与式が行われ、尾池守学長から称号記が手渡された。

　石巻専修大学の名誉教授称号授与者は34人となった。

　
経
営
学
部
の
庄
子
真
岐
ゼ

ミ
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
し

た
「
竹
こ
も
れ
び
ナ
イ
ト
２

０
２
２
」
が
３
月
12
日
、
石

巻
市
か
わ
ま
ち
交
流
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
開
か
れ
た
。

　「
震
災
か
ら
11
年
。
復
興

が
進
む
ま
ち
の
様
子
を
竹
灯

籠
の
光
や
楽
し
い
企
画
と
共

に
届
け
る
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
の
も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
た
。
震

災
犠
牲
者
へ
の
鎮
魂
と
支
援

者
へ
の
感
謝
を
込
め
て
明
か

り
を
と
も
す
竹
灯
籠
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
セ
ン
タ

ー
内
に
約
２
０
０
基
、
近
く

の
河
川
堤
防
に
約
80
基
を
設

置
。
セ
ン
タ
ー
内
の
竹
灯
籠

は
、
大
学
演
習
林
か
ら
伐
採

し
た
竹
を
使
っ
て
手
作
り
し

た
。

　
市
内
の
飲
食
店
や
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
が
出
店
す
る
フ
ー
ド

コ
ー
ト
「
夜
カ
フ
ェ
」
や
、

石
巻
特
有
の
強
い
風
を
逆
手

に
楽
し
む
「
夕

暮
れ
の
凧
あ
げ

体
験
」、
た
き

火
や
こ
た
つ
で

暖
ま
り
な
が
ら

景
色
を
楽
し
む

「
堤
防
で
ホ
ッ

と
空
間
」
に
も

多
く
の
人
が
訪

れ
た
。

　
高
山
晴
喜
さ

ん
（
人
間
４
・

宮
城
県
仙
台
育

英
学
園
高
）は
、

「
石
巻
観
光
協

会
を
は
じ
め
多

く
の
方
の
協
力

の
お
か
げ
で
、

無
事
開
催
で
き

た
。
参
加
者
か
ら
石
巻
や
過

去
の
本
学
に
つ
い
て
の
話
も

聞
け
て
、
貴
重
な
経
験
と
な

っ
た
」
と
話
し
た
。

３
人
に
名
誉
教
授
称
号
記

イベントの企画・運営に取り組んだ庄子ゼミ生

尾
池
学
長
が
再
任
３
期
目

成長誓い 新たな一歩

「
大
学
生
活
を
実
り
あ
る
も
の
に
し
た
い
」
と

決
意
を
語
っ
た
千
葉
さ
ん

「社会に通用する人間になれるように勉学に励む」と宣誓した大平さん

「
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
こ
と
が
重
要
」

と
語
り
か
け
た
尾
池
学
長

先輩たちも新たな仲間を歓迎

真剣な表情で式に臨む新入生たち

　
桜
の
つ
ぼ
み
が
色
づ
く
４
月
４
日
、
２
０
２
２
年
度
の
石
巻

専
修
大
学
入
学
式
が
本
学
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。
今
年
度
の
入

学
生
は
、
理
工
学
部
１
４
４
人
、
経
営
学
部
１
５
７
人
、
人
間

学
部
51
人
、
大
学
院
生
７
人
の
計
３
５
９
人
。
新
入
生
た
ち
は

期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
、
大
学
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

２
０
２
２
年
度
入
学
式

２
部
制
で
実
施

ご
父
母
ら
も
出
席

経
営
・
庄
子
ゼ
ミ
「
竹
こ
も
れ
び
ナ
イ
ト
」

復
興
進
む
ま
ち

や
さ
し
く
照
ら
す

夜
の
堤
防
を
鮮
や
か
に
照
ら
し
た

竹
灯
籠
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
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